
 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人三木町観光協会の知事表敬訪問について 

 

 

一般社団法人三木町観光協会では、琉球文化の研究に尽力した型絵染の重要無形文

化保持者で、同町出身の「鎌倉芳太郎」の作品などをモチーフにした手拭いを作成す

るなど、鎌倉芳太郎氏を中心とした活動を行っており、その事業報告と作成した手拭

いの贈呈に、知事を表敬訪問します。 

 

 

 

１ 日 時 

  令和７年３月４日（火） 15時 15分から 15時 30分まで 

 

２ 場 所 

  香川県庁本館 11階第１応接室 

 

３ 表敬者 

  （一社）三木町観光協会 

串田会長、村尾事務局長、鹿庭氏（鎌倉芳太郎プロジェクト担当） 

 

４ その他  

  （一社）三木町観光協会が令和６年 12月 24日にリリースした資料を添付しま

す。 

令和７年２月 25日（火） 

交流推進部 観光振興課 

 

観光コンテンツ造成 Gr 冨田、後藤 

ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ：087-832-3360（内 3516） 

FAX：087-835-5210 



報道機関各位 

一般社団法人三木町観光協会 

担当：鹿庭・村尾 

電話：087-802-5510 

FAX：087-802-5509 

 

YOSHITARO TENUGUI 作りました 

数量限定「SANSUI」「SHISHISA」 

 

 

沖縄文化研究者で型絵染の人間国宝、香川県三木町出身・鎌倉芳太郎。昨年没後 40年を
迎えたことをきっかけに芳太郎氏の功績をより広めるプロジェクトを始めました。そして来
年 1 月 31 日（金）には沖縄で顕彰碑建立の除幕式、令和 8 年度に首里城修復工事の完了、
令和 10 年の生誕 130 年を迎えます。そういった節目の時期にむけて YOSHITARO 

TENUGUIを制作いたしました。 

 

型絵染の人間国宝鎌倉芳太郎の意匠を使った 

伝統的工芸品「SANSUI」 

 

県立ミュージアムに収蔵されている型絵段染山水文上布長着の意匠を使用。沖縄でのフィー
ルドワークで収集した紅型の型をもとに万葉的な解釈で仕上げられた、氏の代表的な作品の
ひとつ。同ミュージアムでも展示されるなど、穏やかさを讃えた優美な作品である。氏の甥
が営む「アートギャラリーかまくら」（三木町氷上）のマッチ箱に着想を得てワントーンに
することで型絵染の「型」を強調するデザインにしました。 

 

染色は六代目当主が生前の芳太郎氏と親交があったという讃岐のり染・大川原染色本舗へ依
頼。型絵染の人間国宝鎌倉芳太郎の意匠を讃岐のり染で表現した伝統的工芸品です。 

 

三木と沖縄の交流を表現 

世界にひとつの「SHISHISA」 

 

SHISHIA（ししさ）とは三木町の獅子舞と沖縄のシーサーが交流してできた造語です。 

芳太郎氏がつないでくれた三木と沖縄を「獅子とシーサー」「いちごとパイナップル」 

と対比する２つのシンボルでデザイン。 

ため池を連想させる 3つの多角形は障害福祉サービス事業所たんぽぽの家（高松市田村町）
へ通う主に知的障害のある方々が染めています。1枚 1枚全て手作業です。刷毛使い、にじ
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みやかすれ具合もそれぞれに異なっていて、同じものはひとつとしてないオリジナルの手ぬ
ぐいです。ベースの染色は手ぬぐい工房ポスター堂（高松市鬼無町）で１枚１枚染めていま
す。 

 

デザインは共に元香川県立高松工芸高等学校デザイン科教諭、元高松短期大学教授、現在は
高松市で染色家として活動中の小西博子氏。鎌倉芳太郎氏にも造詣が深く、高校教員時代か
ら様々な活動へ参加。初代「めおん」や香川県立三木高等学校の校章のデザインも手掛けた。
今も日展出品（入選 30回）のため制作を続けている。 

 

 

大阪万博（4/30-5/3）で展示予定。 

来春より、三木町観光協会事務局・POPUPイベントで販売開始。 

 

 

 

 

右 SHISHISA 

左 SANSUI 

 

35㎝×100㎝ 綿 100％ 

参考上代 2,200円（税込） 
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鎌倉 芳太郎（かまくら よしたろう）略歴  Wikipediaより引用 

1898年（明治 31年）10月 19日 - 1983年（昭和 58年）8月 3日 

日本の染織家、沖縄文化研究者、石垣市名誉市民および三木町名誉町民。 

美術教師として赴任した沖縄県で、琉球王国時代からの沖縄独特の芸術や文化に心を奪われ
その研究を開始。染織家としては沖縄伝統の染織技法である紅型（びんがた）の技術を継承
し、重要無形文化財「型絵染」の保持者（人間国宝）に認定。一方、第二次世界大戦前に沖
縄の文化財を調査し、その時に遺した数々の写真やメモは、後に 1945年（昭和 20年）の沖
縄戦で壊滅に瀕した沖縄文化の保存や復興に大きく役立った。戦後の首里城再建も鎌倉の資
料（鎌倉ノート）に負うところが大きく、彼の評伝を著した与那原恵は、鎌倉を「琉球文化
全般の最高のフィールドワーカー」と評している。代表著書『沖縄文化の遺宝』 


